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医師、外科学、公衆衛生学、医療人類学、地
域保健学などを修める。1995年に青年海外協
力隊としてマラウイ共和国で外科診療に携わ
り、以降、アフリカを中心に30か国以上で保
健システム案件の立案や技術指導に携わる。
2015年に策定された「持続可能な開発目標
（SDGs）」の国際委員。2014年ソーシャルビ
ジネス・グランプリ大賞受賞。2016年医療功
労賞受賞。JICAグローバルヘルスアドバイザー



To promote physical and mental health and well
expectancy for all, we must achieve universal health coverage and access 
to quality health care. No one must be left behind. We commit to 
accelerating the progress made to date in reducing newborn, child and 
maternal mortality by ending all such preventable deaths before 2030. We 
are committed to ensuring universal access to sexual and reproductive 
health-care services, including for family planning, information and 
education. We will equally accelerate the pace of progress made in fighting 
malaria, HIV/AIDS, tuberculosis, hepatitis, Ebola and other communicable 
diseases and epidemics, including by addressing growing anti
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人類の未来は

繁栄か？ 共存か？



アフリカにおけるCOVID-19の現状と課題



アフリカ大陸（世界人口の17％）のCOVID-19感染者数は、10月1日時点で831万人と

世界全体（2億3400万人）のわずか3.5%、死者数も２１万１000人と世界全体（478

万人）の4.4％と、脆弱な社会基盤と未整備な保健システムにもかかわらず、パン

デミックの影響は予想に反して限定的です。

COVID-19は、なぜアフリカで広がらないのか？



Continental comparison



Continental comparison



致死率（Case fatality rate)

医療崩壊







COVID-19 Pandemic and 

Vulnerability
社会の新しい脆弱性



2020年1月から12月の間に、3,000万
人の子どもがDTP3の接種を受けられ
ず、2,700万人の子どもが麻疹の接種
を受けられなかった。パンデミック
中に定期的なワクチン接種を届ける
ためには、定期的な予防接種のデー
タシステムの強化、リソースとアウ
トリーチの対象を絞る努力、ワクチ
ン接種率をより公平にするための進
捗を加速させる必要がある

Kate Causey, Estimating global and regional 
disruptions to routine childhood vaccine 
coverage during the COVID-19 pandemic in 2020: 
a modelling study, Lancet, July 15, 2021 
https://doi.org/10.1016/S0140-6736(21)01337-4

COVID-19 パンデミック
と小児予防接種



43.3% thought they would resume after the pandemic. higher stress levels (OR, 1.09; 

95%CI, 0.99-1.20) and increased stress and financial insecurity owing to the COVID-19

pandemic paralleled a reduction in pregnancy intention in the early months of the pandemic, 

potentially exacerbating long-term decreases in the fertility rate.

Pregnancy Intention during the COVID-19 Pandemic



ＣOVIＤ-19でサービスが行えなかった理由

経済的な理由

心理的な理由

医療サービス的な理由





UN Women’s Global Database on Violence against Women and the Women Count Data Hub.
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社会の脆弱性と医療の公正性



学校内でのいじめについては、特に女
性へのいじめが普遍的になっており、
11－15歳の女性の30％は学校を卒業す
るまでに1回以上のいじめを受けている
とされ、とくに精神的ないじめが多い
傾向がある。

欧州の18－29歳の女性では、約10％の
女性がSNSなどによるサイバー・ハラス
メントを受けている。中東では40－
60％の女性が通行中にハラスメントを
受けており、31－64％の男性がそのよ
うな言葉を発し、特に若くて学歴の高
い男性にその傾向がある。

女性議員の82％が在職中に何らかの暴
言を受けており、65％が性的表現での
暴言を受け、44％が本人ばかりでなく
家族にまで脅迫を受けたことがあると
答えている。

ケアワークの増加



Genderr disparity



Duncan Shikuku1, Early indirect impact of COVID-19 pandemic on utilization and outcomes of reproductive, 

maternal, newborn, child and adolescent health services in Kenya https://doi.org/10.1101/2020.09.09.20191247

CS is increased in Nairobi



アフリカの脆弱性（女性と子供）

新型コロナウイルス感染症によって、小児の予防接種率はリベリアで
35%、ナイジェリアで13%の低下。小児の施設受診率も35％の低下。

アフリカでは感染者の61%は男性で、39%が女性。産前健診の受診率は
20％もの低下、施設分娩も10％の低下、家族計画も15％の低下。
7億人を超える女児がパンデミックにより学校に通えず、貧困や学校閉
鎖によって子どもの結婚を急がせることで、児童婚が250万増加するこ

とが懸念され、望まない妊娠の増加や危険な人工妊娠中絶による合併症
が危惧される。

さらに、女児や女性に対する暴力、ジェンダーに基づく暴力、10代の妊
娠に加えて、女性性器切除(FGM)の増加が特に懸念されています。FGM

は多くの国で違法になっていますが、エジプトでは、父親から新型コロ
ナウイルス感染症のワクチンを受けに行くと伝えられていたが、実際は
FGMに連れて行かれたという報告や、ソマリアでは子どもの学校が休み
になっていることを利用してFGMの後の痛みを治す期間に充てようと考
える大人が増えています。

Plan International. Girls at Risk as 新型コロナウイルス感染症 Threatens to Leave African Children Behind, https://plan-
international.org/news/2020-06-16-girls-risk-新型コロナウイルス感染症-threatens-leave-african-children-behind



Re-definition of Vulnerability

Old vulnerability New vulnerability

Attrib

ution

 Poverty 

 Disparity

 Rural area

 Healthcare Systems

 Gender

 Nutrition

 Education

 Human prosperity

 Globalization

 Economic prosperity

 Urbanization

 Aging

 NCDs

 Science/technology



デジタルトランスフォーメーションの世界観



DX（デジタルトランスフォーメーション）は、2004年にスウェーデンのウメオ大学の

エリック・ストルターマン教授によって提唱された概念。その内容は「進化し続けるテ
クノロジーが人々の生活を豊かにしていく」というもの。 単なる「変革」ではなく、

デジタル技術によって既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベー
ションをもたらすもの。

DXとは？

①アナログ情報をデジタル化する「デジタイゼーション」
②プロセス全体をデジタル化する「デジタライゼーション」
③結果として社会的な影響を生み出すのが「デジタルトランスフォーメーション」



mHealthとは？

通信・連携が可能なモバイル、ウェアラブルを活用した健康、医療サービスをそれぞれ
を点として捉えるのではなく、健康情報、医療情報の一体化・一元管理に向け、モバイ
ルを活用して健康、医療サービスがシームレスに連携すること。



世界における
デジタルトランスフォーメーション



• 分散型都市
• ヒューマントレーサビリティ
• ニューアリアリティ
• 職住融合
• コンタクトレステック
• デジタルレンディング
• フル―ガル（倹約的）
イノベーション

新型コロナウイルスによって出現したメガトレンド



ケニアにおける
デジタルトランスフォーメーション
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Mobile cellphone coverage in Africa



M Pesa
電子送金システム

• コミュニケーション・プロモーション・ネットワーク

• 電子送金・おサイフ携帯・予約業務・個人認証・貧困認定



ケニア
EMRからMCH Handbook





ケニア電子母子手帳



Training (2 days)

Launch



The Pilot (3 months)



データ管理による行政サポートの実施



サービスの質の向上





妊娠期サービス無料化：Linda Mana Initiative



M健康保険：M-Tiba (Safaricom)





Open Innovation Incubation House Nairobi



私たちの本当に望む未来
という社会デザイン



Gigantic unsolved challenges 



Sharing ideas, experiences and up-to-date information



Global

Society

Family HFs

MOH

Mindset

Opportunity

Femtech

Babytech

Fintech



Audrey Tang, Digital Minister, Taiwan,

DX is ultimately creating Open Democracy

Fast

FunFair



惑星意識 The Planet Consciousness



キーメッセージ

• COVID-19は、国際保健における根源的な教訓を示している。

• 社会の旧来の脆弱性と新しい脆弱性への配慮が重要である。

• 「DX」によって差別や格差が増大しない方向性を模索するこ

と。

• 「DX」の究極の目的は３つのFによるオープンな民主主義であ

る。

• 地球全体を俯瞰する惑星意識の視座が求められている。

• 繁栄か共存か、SDGsを目指した人類共通の対話が必要であ



van Olmen J et al. (2020) Implementation barriers for mHealth for non-communicable 

diseases management in low and middle income countries: a scoping review and field-

based views from implementers. Wellcome Open Res. 16;5:7. 

pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32399497/
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